
夏
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
を
行
く

そ
こ
が
素
人
の
悲
し
い
と
こ
ろ
。
専
門
家
の
解
説

ぬ
様
子
で
す
。
（
ど
の
く
ら
い
湿
原
を
歩
け
ば
、

を
聞
く
と
、
そ
の
違
い
が
見
え
て
き
ま
す
。

あ
の
域
に
達
す
る
の
か
）

８
月

日
（
火
）
、
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議

案
内
人
は
、
新
庄

久
志

釧
路
国
際
ウ
ェ
ッ
ト

夏
の
湿
原
の
魅
力
を
堪
能
し
な
が
ら
、
新
庄
先

12

会
再
生
普
及
行
動
計
画
オ
フ
ィ
ス
が
主
催
す
る
第

ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
技
術
委
員
長
。
釧
路
湿
原
の
植

生
の
分
か
り
や
す
い
解
説
で
、
湿
原
と
水
の
関
係

回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

生
・
植
物
を
中
心
と
し
た
調
査
・
研
究
を
重
ね
て

等
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

13れ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。

き
た
地
元
在
住
の
専
門
家
。
そ
の
功
績
が
評
価
さ

釧
路
湿
原
の
上
流
域
で
、
森
林
再
生
に
取
り
組

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
ワ
ン
ダ

れ
環
境
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

む
当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
一
日
と
な

グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
及
び
釧
路
湿

今
回
は
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
の
特
徴
を
中
心
に
解

り
ま
し
た
。

原
自
然
再
生
協
議
会
再
生
普
及
小
委
員
会
メ
ン
バ

説
し
て
く
れ
ま
し
た
。
要
所
要
所
で
は
、
実
物
を

ー
等
を
対
象
に
、
再
生
普
及
行
動
計
画
ワ
ー
キ
ン

前
に
植
物
、
水
脈
、
ヤ
チ
マ
ナ
コ
等
を
、
参
加
者

グ
グ
ル
ー
プ
の
新
庄
久
志
座
長
の
ガ
イ
ド
で
、
普

が
体
験
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

段
あ
ま
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
と
っ
て
お
き

の
釧
路
湿
原
」
を
案
内
し
て
く
れ
る
も
の
で
、
年

２
回
程
度
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

今
回
訪
れ
た
の
は
、「
赤
沼
」。
釧
路
湿
原
の
西

部
、
新
釧
路
川
右
岸
堤
防
と
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ

る
幌
呂
川
の
中
間
に
あ
る
、
周
囲
約

㎞
の
静
か

1.3

な
沼
で
周
辺
に
は
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
や
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ

な
ど
の
寒
地
性
植
物
が
群
生
す
る
釧
路
湿
原
で
は

希
少
な
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

※
「
ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、

釧
路
湿
原
自
然
再
生
普
及
行
動
計
画
の
具
体
的

な
取
組
の
愛
称
で
す
。

釧
路
湿
原
と
地
域
や
市
民
が
つ
な
が
り
、
お
互

い
の
経
験
や
成
果
を
分
か
ち
合
う
、「
釧
路
湿
原
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
活
動
で
自
然
再
生
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。雷

別
地
区
国
有
林
の
自
然
再
生
事
業
を
実
施
し

て
い
る
当
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

右
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
赤
白
の
ポ
ー
ル

詳
し
く
は
、
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
再
生

を
持
っ
て
い
る
の
が
新
庄
先
生
。

普
及
行
動
計
画
オ
フ
ィ
ス
ま
で
。

ヤ
チ
マ
ナ
コ
を
体
験
し
て
い
る
様
子
で
す
。
小

こ
こ
は
釧
路
湿
原
国
立
公
園
の
中
で
も
「
特
別

さ
な
水
た
ま
り
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
で
す

http://
www.heco-s

pc.or.jp/kushiro/

保
護
地
区
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
普
段
は
立
ち

が
、
入
っ
て
み
る
と
・
・
・
。

入
る
事
の
出
来
な
い
場
所
で
す
。

こ
の
状
態
で
も
底
に
足
は
着
か
ず
、
ま
だ
ま
だ

参
加
者
全
員
、
湿
原
探
索
の
必
需
品
、
胴
長
に

沈
ん
で
い
き
ま
す
。貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

身
を
包
み
、
赤
沼
に
向
か
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
者
は
足
元
が
ぬ
か
ら
な
い
よ
う

雨
を
降
ら
し
た
台
風
が
通
過
し
た
直
後
な
の

に
、
ヤ
チ
マ
ナ
コ
に
警
戒
し
な
が
ら
、
前
の
人
が

で
、
湿
原
は
通
常
よ
り
水
量
が
多
い
よ
う
で
す
。

歩
い
た
後
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
進
む

と
こ
ろ
で
、
湿
原
の
風
景
は
変
化
に
乏
し
く
、

の
で
す
が
、
先
頭
を
行
く
新
庄
先
生
は
、
す
い
す

ど
こ
も
か
し
こ
も
同
じ
様
に
見
え
ま
せ
ん
か
？

い
と
足
取
り
も
軽
く
、
平
地
を
歩
く
の
と
変
わ
ら

赤沼の畔を行く

湿原は増水中

赤沼で説明中の新庄先生

ヤチマナコを体験（胸元まで沈没）

湿原で見かけた「コタヌキモ」

食虫植物です

発行日
2014年９月２日 第90号
林野庁 北海道森林管理局
釧路湿原森林ふれあい推進センター



夏
の
学
校
林
活
動

切
り
株
が
あ
り
、
切
り
株
か
ら
た
く
さ
ん
の
芽
が

コ
ン
パ
ス
測
量
は
、
磁
北
を
基
準
と
し
た
方
位

出
て
い
ま
し
た
。（
こ
の
芽
の
こ
と
を
萌
芽
と
呼
び

角
測
定
と
水
平
距
離
を
計
算
す
る
た
め
の
傾
斜
角

８
月

日
（
月
）、
標
茶
町
立
中
茶
安
別
小
中
学

ま
す
。
）
た
く
さ
ん
あ
る
萌
芽
を
切
っ
て
、
本
数
を

測
定
、
測
点
間
の
距
離
測
量
を
測
点
ご
と
に
繰
り

25

校
の
学
校
林
「
る
ん
る
ん
フ
ォ
レ
ス
ト
」
で
「
夏
の

調
整
し
て
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
、
切
り
株
を
木
に

返
し
進
め
る
も
の
で
す
。

学
校
林
活
動
」
が
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し

再
生
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
萌
芽
更
新

コ
ン
パ
ス
で
角
度
を
測
定
す
る
人
、測
点
で
ポ
ー

ま
し
た
。
今
回
は
、「
カ
ラ
マ
ツ
林
の
観
察
」
と
「
学

と
呼
ば
れ
る
も
の
。

ル
を
持
つ
人
、
巻
尺
で
距
離
を
測
定
す
る
人
、
測
定

校
林
の
測
量
」の
２
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
活
動
を
行

成
長
が
早
く
、
短
期
間
に
細
い
木
材
を
た
く
さ

し
た
角
度
等
を
野
帳
に
記
入
す
る
人
と
、
そ
れ
ぞ

っ
て
い
ま
す
。

ん
生
産
す
る
の
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、薪
や
木

れ
の
役
割
を
決
め
て
測
量
開
始
。

「
カ
ラ
マ
ツ
林
の
観
察
」
に
参
加
し
た
の
は
、
小
学

炭
の
原
料
材
の
生
産
を
目
的
と
す
る
森
林
（
薪
炭

三
脚
に
固
定
し
た
コ
ン
パ
ス
を
水
平
に
据
え
付

１
～
４
年
生
の
グ
ル
ー
プ
。「
る
ん
る
ん
フ
ォ
レ
ス

林
）で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

け
、
望
遠
鏡
で
ポ
ー
ル
を
捉
え
、
方
位
角
等
を
読
み

ト
」
に
は
、「
春
の
学
校
林
活
動
」で
植
林
し
た
カ
ラ

切
り
株
を
観
察
し
な
が
ら
、
石
油
や
ガ
ス
等
が

取
る
一
連
の
作
業
を
手
際
よ
く
進
め
て
い
き
ま

マ
ツ
林
が
あ
り
ま
す
。

燃
料
と
し
て
普
及
す
る
ま
で
、
標
茶
町
は
木
炭
の

す
。

生
産
が
盛
ん
で
、
周
辺
の
広
葉
樹
林
も
、
か
っ
て
は

今
回
は
、
予
定
し
て
い
た
カ
ラ
マ
ツ
林
の
周
囲
と

薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
種
や
苗

道
路
の
測
量
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

木
を
植
え
る
方
法
と
は
違
う
、
木
の
育
て
方
の
萌

次
回
は
、

月
に
秋
の
学
校
林
活
を
予
定
し
て

10

芽
更
新
を
学
習
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。

「
学
校
林
の
測
量
」
に
参
加
し
た
の
は
、
小
学
５
・

６
年
生
と
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
。「
る
ん
る
ん
フ
ォ

レ
ス
ト
」
に
は
、カ
ラ
マ
ツ
等
の
人
工
林
、ミ
ズ
ナ
ラ

等
の
広
葉
樹
を
主
体
と
し
た
天
然
林
、
水
が
湧
き

出
て
い
る
池
、ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、「
タ
ヌ
キ
の
道
」
等

と
動
物
名
が
付
け
ら
れ
た
歩
道
が
数
路
線
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
れ
ら
の
林
や
歩
道
等
の
位
置
、
形
、

大
き
さ
を
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
地
図
を
作
る
た
め
、測
量
に
挑
戦
で
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
え
ば
、
手
軽
に
簡
易
な
測
量
が
出
来

る
の
で
す
が
、
社
会
科
の
授
業
で
、
実
測
で
日
本
地

図
を
完
成
さ
せ
た
伊
能
忠
敬
を
学
習
し
た
と
い
う

こ
と
で
、コ
ン
パ
ス
測
量
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

今
年
の
伸
長
を
測
定
、カ
ラ
マ
ツ
の
生
長
の
早
さ
を

た
。

９
月
の
予
定

実
感
、順
調
な
生
長
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
か
に
は
葉
が
赤
く
な
り
、
枯
れ
て
し

＊
９
月

日
（
日
）

14

ま
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
枯
れ
て
し
ま
っ
た

白
糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス

の
で
し
ょ
う
か
？

枯
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
を
観
察
を
す
る
と
根
元
付
近

＊
９
月

日
（
水
）

24

の
樹
皮
に
削
ら
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
り
ま
す
。

第
３
回
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

ネ
ズ
ミ
が
か
じ
っ
た
よ
う
で
す
。

植
林
し
た
樹
木
に
害
を
及
ぼ
す
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ

＊
９
月

日
（
金
）

26

ミ
、エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
、
併
せ
て
子
ど
も
達
に
人
気

茶
路
小
中
学
校

木
工
工
作

の
あ
る
エ
ゾ
リ
ス
、エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
こ
れ
ら
の
動
物

達
の
食
べ
物
、
冬
の
す
ご
し
方
を
解
説
し
て
、
な
ぜ

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供
を
行
っ

食
害
を
受
け
る
の
か
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

ま
た
、カ
ラ
マ
ツ
林
の
な
か
に
は
、ミ
ズ
ナ
ラ
の

し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

開会式（春に植えたカラマツの前で）

測量③（望遠鏡で確認）

測量①（操作を説明）

測量②（水平に調整）

閉会式（雨が降ってきました）

当センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、森林環境教
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